
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第

一
号

平
成
十

一
年
十
二
月

撲

揚
智

周
伝

に

つ
い
て
の
二
、

三

の
問
題

―

師
承
関
係
を
中
心
に
―

師

茂

樹

一

問
題

の
所
在

中
国

・
日
本
の
唯
識
学
派
、

い
わ
ゆ
る
法
相
宗
の
歴
史
、
思
想
に

つ

い
て
語
ら
れ
る
場
合
、
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど

「三
祖

の
定
判
」
「三

箇
疏
」
と

い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
。

「三
祖
」
と
い
う

の
は
言
う
ま

で
も
な
く
慈
恩
大
師
基

・
溝
州
大
師
慧
沼

・
撲
揚
大
師
智
周
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
著
し
た

『成
唯
識
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る

『枢
要
』
『
了

義
灯
』
『演
秘
』
は
、
古
来

「三
箇
疏
」
と
称
さ
れ
、
慈
恩
大
師
の

『述

記
』
と
あ
わ
せ
て
尊
ば
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
井
上
光
貞
氏
が

「実
証
的
な
研
究
を
進
め
る
上
に
は
、
凝

然
の
作

っ
た
輪
郭
を

一
応
無
視
し
、
他

の
確
実
な
資
料
か
ら
出
発
す
る

　ユ
　

を
要
す
る

の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
以
来
、
伝
統
的
な
祖
灯
説
を
再

検
討
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
な

　　
　

　
ヨ
　

か
で
三
祖

に
関
す
る
伝
記
研
究

は
、
基

(六
三
二
～
六
八
二
)
、
慧
沼

　　
　

(六
四
九
～
七

一
四
)
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
第
三

祖
で
あ
る
智
周
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
乏
し
い
た
め
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
か
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
凝
然
を
除
け
ば
次
に
引
く

「撲
揚
講
表

白
文
」
が
智
周
伝
に
関
す
る
共
通
の
ソ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。僕

陽
大
師
、
法
相
中
宗
嚢
祖
、
酒
洲
伝
灯
上
足
也
。
諦
智
周
、
俗
姓
徐
氏

、
偶

王
後
也
。
懐
胎
之
夕
、
悲
母
断
二
輩
血

一、
誕
生

之
農
、
大
師
感

二
湧
宗

一。

生
年
十
有
九
受
二
具
足
戒

一、
二
十
有

三
入
二
洒
洲
室

一。
大
乗
入
道
等
章
疏
作

二

六
十
余
軸

一、
法
華
唯
識

等
経

論
、
講
授

八
十
余

遍
、
皆
窮

二
三
蔵
幽
微

一、
悉

尽
二
一
代
之
肝
要

一。
而
識
相
識

性
之
智
、
永
湛

二於
胸
中

一、
入
二
遍
学
弘
道
之

室

一、
而

明
二
因
明
之
法
灯

一、
耀
二
於

眼
前

一、
伝
灯
化
縁
忽
極
満
度
。
運
命
漸

尽
、
而
玄
宗
皇
帝
之
御
宇
、
開
元

二
十

一
年
暮
夏

、
春

秋
五
十
六
…

こ
れ
に
よ
る
と
、
開
元
二

一

(七
三
三
)
年

に
五
六
才
で
亡
く
な
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
生
年
は
六
七
七
年
ご
ろ
と
な
る
。
こ
の
説
は
結
城

令
聞
氏
、
富
貴
原
章
信
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
学
に
支
持
さ
れ
て
い

　
　
　
る
。
こ
の

「撲
揚
講
表
白
文
」
の
典
拠
は
不
明

だ
が
、
そ

の
題
名
か
ら

考
え
て
も
日
本
の
中
世
以
降
に
お
け
る
文
献
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
凝
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撲
揚
智
周
伝

に
つ
い
て
の
二
、

三
の
問
題

(師
)

然
の
著
作

と
同
様
、
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
近
年
に
は
、
吉
津
宜
英
氏
が

「『宋
高
僧
伝
』
に
も
立
伝
さ

れ
て
い
な

い
と
か
、
慧
沼
伝
に
弟
子
と
し
て
名
前
が
列
せ
ら
れ
て
い
な

　
　
　

い
と
か
、

い
ろ
い
ろ
問
題
に
な
る
点
が
多

い
」
と
述
べ
て
注
意
を
喚
起

さ
れ
、
根
無

一
力
氏
も

「こ
の
三
祖

の
相
承
が
い
っ
た
い
い
つ
ご
ろ
か

ら
言
わ
れ
だ
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
中
国
の
高
僧
伝
や
歴
史
文

献
に
も
記

さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
入
唐
第
四
伝
の
玄
肪
が
智
周
に

師
事
し
て

い
た
た
め
に
こ
れ
を
正
系
と
み
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然

で

　　
　

あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
祖
と
い
う
概
念
そ
の
も
の

を
疑
問
視

す
る
意
見
も
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
決
せ
ず
に
旧

来
の
法
相
教
学
を
イ
ン
ド
以
来

の

「正
系
」
と
し
、
研
究
を
進
め
て
い

い
も
の
だ

ろ
う
か
。

二

智
周

の
師
承
に
関
す
る
中
国
の
資
料

智
周
に
関
す
る
伝
記

の
研
究
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
と
お
り
中
国
側

に
信
頼
し
得
る
資
料
が
な
い
た
め
、
そ
れ
だ
け
で
全
体
像
を
描
く

こ
と

が
き
わ
め
て
難
し
い
。
し
か
し
、
師
資
相
承
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て

は
、
智
周
自
身

の
発
言
を
含
め
い
く

つ
か
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
『法
華
経
』
長
者
窺
子
喩
に
お
け
る

「衣
械
」
「机
案
」
(大

正
九
二

二
b
)
の
解
釈
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が
不
定
性
二
乗
の
因
を
讐

え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
果
を
讐
え
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
説

　
　
　

の
両
方
が

『法
華
玄
賛
』
に
あ
り
、
後
世
の
議
論

の
も
と
と
な
っ
て
い

る

の

で
あ

る

が

、

こ
れ

に
対

し

て
智

周

は

次

の
よ

う

な

コ

メ

ン
ト

を

述

べ

て

い

る
。

答

、
疏
主
解
二
彼
衣

械
等
文

一、
云
二
果
化
喩

一。
故
知
、
此
処
非

二
疏
主
意

一、
又

復
本
師
親

承
二疏
主

一、
相
伝
不
レ
謬
。

(
『法
華

摂
釈
』
巻

一
、
卍
続
五

三

・
五

八
b
)

す
な
わ
ち
、
「衣
械
」
「机
案
」
は
二
乗

の
果
を
讐
え
た
も
の
で
あ
り
、

『玄
賛
』
が
二
乗

の
因
で
あ
る
と
す
る
箇
所
は
慈
恩
の
真
意
で
は
な
い
、

と
い
う
判
定
を
下
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠

と
し
て
智
周
の

「本
師
」

と
、
「疏
主
」
す
な
わ
ち
慈
恩
と
の
師
資
相
承

が
強
調
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
唐
代

の
複
注
に
は
、

摂
釈
亦
云
、
若
是
□
□
解
、
即
合

二前
後
相

承

一。
今

既
前
後
相
違
、
故
知
不

レ

是
也
。

又
溜

洲
親
承
、
疏
主
之
後
、
相
伝
不

レ
謬
。

(栖

復

『
法
華
経

玄
賛
要

集
』
巻
五
、
卍
続
五

三

・
五
六
六

a
)

と
あ
り
、
智
周
の

「本
師
」
が
慧
沼

(溜
洲
は
溌
州
の
混
用
か
)
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
世
紀
ご
ろ
敦
燵
で
活
躍
し
た
曇
噴

が
智
周
の

『大
乗
入
道

次
第
』
を
注
釈
し
た
も

の
の
序
文
に
、

大
唐
開
元
初
有

二
僕
陽
大
徳

一身
号
二
智

周

一。
我
大
唐

三
蔵
會
孫
弟
子
、
慈

恩

大
師
之
孫
弟
子
、
河
南
法
師
之
親
弟
子
、

即
是

青
龍
大
師
異
方
同
学
。

内
窮
二
三
蔵

一外

達
二
九
流

一、
為
レ
学
者
師
宗

作
レ
詞
場

二
雄
伯

一、

工
手
著
述
妙

手
讃
揚
。
所
レ
撰
章
紗
凡
十
数
部
、

即
法
花
摂

釈

・
唯
識
誼
秘

・
因
明
決
択
皆

所
レ
造
也
。
離

レ
不
レ
至
二
長
安

一而
声
聞

遽
被

、
関
輔
諸

徳
威
仰
二
高
風

一。

(曇

噴

『
大
乗
入
道
次
第
開
決
』
、
大
正
八
五

・
一
二
〇
六

c
～

一
二
〇
七

a
)
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撲
揚
智
周
伝

に

つ
い
て

の
二
、
三

の
問
題

(師
)

と
あ
り
、
玄
奨
↓
基
↓
慧
沼
↓
智
周
と
い
う
相
承
を
裏
づ
け
る
中
国
側

の
資
料

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
伝
統
的
に
言
わ
れ
る
慧
沼
の

「上
足
」

と
し
て
の
面
は
目
立
た
ず
、
む
し
ろ

「青
龍
大
師

の
異
方
同

学
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
す
な
わ

ち
、
青
龍
大
師
と
は
お
そ
ら
く
、
当
時
巨
大
な
勢
力
を
誇

っ
て
い
た
青

　
　

龍
寺
道

節
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
『宋
高
僧
伝
』
な
ど
に
お
け
る
後
世

の
知
名
度

か
ら
考
え
る
に
、
道
颪
と
同
学

で
あ
る
と
示
す
と
い
う
こ
と

は
、
智
周

の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
道
臨

の
名
声
が
利
用
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

「僕
陽
大
徳
」
と
称

は
る

し
、

「
長

安

に
至

ら
ず

と

離

も

、

声

を
聞

く

こ
と

遽

か
に
被

り

、
関

中

・

ご
と
ご
と

三
輔
の
諸
徳
に
威
く
高
風
を
仰
が
れ
た
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
安
周

辺
で
は
活

動
し
な
か
っ
た
風
で
あ
る
が
、
『
因
明
略
記
』

の
寺
号
と
し

て

「定
水
寺
沙
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
安
滞
在
期
間
も
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る

(た
だ
し

『略
記
』
に
は
偽
撰
説
あ
り
)
。
先
に
あ
げ
た

「表

白
文
」

を
参
考
に
す
れ
ば
智
周
は
六
七
七
～
七
三
三
年

の
人
で
あ
り
、

二
三
才

の
時
に
慧
沼
の
門
に
投
じ
た
と
い
う
が
、
そ
の
こ
ろ
慧
沼
は
義

浄
の
訳
場
に
参
列
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
慧
沼
に
師

事
す
る
と
す
れ
ば
長
安
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
方
智
周
に
は
、
自
ら
の
師
承
に
対
し
て
否
定
的
な
発
言
を
す
る
場

合
も
あ

る
。
例
え
ば

『妙
法
蓮
華
経

』
の
経
題

「蓮
華
」
を
解
釈
す
る

際
、
慈
恩

の
説
と
は
別

の
解
釈
を
出
し
た
上
で
、

若
爾

、
師

資

豊

不

二自

為

二
魚

肉

一。

答

、

依

レ
法

不

レ依

レ
人
、

豊

以

レ
所

レ
宗

曲

レ

相

阿
憧
。

(『
摂
釈
』
巻

二

・
卍
続
五

三

・
八
七

a
～
b
)

と
い
う
自
問
自
答
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
師
資
相
承
よ
り
も
普

遍
的
な

「法
」
を
重
ん
じ
る
態
度
が
見
ら
れ
、
同
時
代
の
初
期
禅
宗
教

団
が
血
脈

の
証
明
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
も
興
味
深
い
。
「法

に
依
り
て
人
に
依
ら
ざ
れ
」
と
い
う
説
は
法
四
依
の

一
と
し
て

一
般
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
慈
恩
や
慧
沼
の
説
を
誤
り
で
あ
る

と
断
ず
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
智

周
と
前
二
師
と
の
つ
な

が
り
の
弱
さ
を
想
像
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
世

の
日
本
唯
識
に
お
け
る

客
観
性
を
重
ん
じ
る
論
義
研
鎖

の
淵
源
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

※
紙
数

の
都
合

の
た
め
、
脚
注

は
割
愛

さ
せ

て
い
た
だ

く
。

脚
注
を
含

め
た

全
文

を

筆
者

の
サ
イ

ト

で
公
開
す
る
予
定
な

の
で
、
参
照

さ
れ
た

い
。

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

撲
揚
智
周
、
法
相

三
祖
、
青
龍
寺
道
氤(東
洋
大
学
大
学
院
)
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